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1. はじめに

 ボーリングで採取されたコアとボーリング孔でのボアホールスキャナーで撮影した

画像の比較をした事例を紹介する。 

  図 1-1.災害現場・ボーリング位置 

2. ボアホールスキャナーとは

ボアホールスキャナーは、主としてボーリング孔内の状況を観察するためのものであ

る。同様の孔内観測システムとして、ボアホールテレビやボアホールカメラ、ボアホー

ルスコープという言い方をしている場合もある。 

3. ボアホールスキャナー結果

  次ページに、ボアホールスキャナー画像とコア写真を示す。 
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コア写真とボアホール画像の比較 
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4. まとめ 

上記の比較より、コア写真とボアホール画像では亀裂の位置がズレていることがわか

る。 

コア写真では 8.50ｍ付近からの亀裂がみられるが、ボアホール画像では 8.60ｍ付近

から亀裂がみられる。このズレはボアホールスキャナーを挿入しないと分からなかった。 

理由の 1 つとして、8.10ｍの亀裂幅は 5～10ｃｍなのに対して、コア写真では 1ｃｍく

らいしかないことが挙げられる。 

実際にボーリングオペレーター目線から言うと、亀裂幅が何ｃｍあるのかは掘進して

いても判断がしずらい、そこでズレが生じないようにするには、以下の点について再認

識する必要があると考えた。 

 

  対応策としては 

・コアチューブを引き上げてコアを取り出す際に、スリーブが伸びているかの確認をし

てコア箱へ入れる。 

・いつもしているが掘進深度の確認をしてコアチューブ引き上げをし、掘進深度の所 

へ仕切り板をいれるなどする。 

  ・掘進中のマシンや水回り(水圧・排水等)の変化などを野帳に記入をし、掘り上げたコ

アと比較をする。 

   


